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合成樹脂製容器包装中の有害化学物質の調査（第 6報）

一発泡ポリスチレン製容器の材質試験一
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I はじめに

合成樹脂製容器包装中の有害化学物質の調査の一環と

して，今回は発泡ポリスチレンを主成分とする樹脂製容

器の材質試験を行ったので報告する．

ll 調査方法

A 検体

秋田市内で販売されているスナックメン20点を購入し

た．その容器がポリスチレンを主成分とする樹脂である

という確認は溶剤試験と燃焼試験によって行なった．

検体の内訳は次のとおりである．

融着法によると思われる発泡ポリスチレン製容器6件

熔融法によると思われる発泡ポリスチレン製容器14件，

夷空成形法によると思われるポリスチレン製のフタ 3件

の計23件である．

B 装置

1. 日立FIDカスクロマトクラフ 163型

2. 日立原子吸光分光光度計 173-50型

c 分析法
揮発性物質については縁部と底面（フタの場合は縁部

と中心部）の 2点を採取し，重金属については，前2点

の中間の 1点を採取し，厚生省告示第370号に基づき分

析した．

揮発性物質は試料約0.59をN, Nージメチルホルム

アミド20mlに溶解した液をガスクロマトグラフ (GC)

で測定した．

c 測定条件
。カラム管：内径3mm，長さ 2mのガラスカラム

0充填剤： 25%PEG20MP,60~80メッシュ

。カラム温度： 95℃

o注入口温度： 220℃

0キャリアガス： N2 0.5 kg/cnl 

また重金属は，試料約 1りを灼熟灰化し， 0.1 N-H 

NO3に溶解し，原子吸光分光光度叶で測定した．

D 接触面積の測定
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接触面積は，調理方法に記載されている線までの内面

積を容器の形状に応じて計算によって求めた．

m 結果と考察

試験結果を表 1に示す．熱湯を用いる発泡ポリスチレ

ン製の容器包装の材質について食兄衛生法に基づく規格

基年は，鉛及びカドミウムかそれそれ 10叶陣以下，総揮

発「生物質（スチレン， 卜）レエン， エチルベンゼン， i -＿ 

プロピ｝レベンゼン， n-プロヒ．Iレベンセンの合計）が

2,000 P直以下で，かつスチレン及ひエチルベンゼンがそ

れぞれ1,000ppm以下と定められているか，今回調査した

検体の中には，揮発性物質重金属とも碁準を超えるも

のはなかった．

次に，成形法別に分類して各成分の濃度の最大最小値，

平均値及びその95％信頼限界を表2に示す．

抑発性物質について，分散分析の結果サンプリング部

位による差は有意ではなかった．融i贔法によっに成形さ

た力yフ゜と比べて、エチルヘンか約7~9倍，総揮発性

物質か約 1.5倍と高いの1こ対し，スチレノが約0.6倍と

低か，tこ．また総揮発性物質に占める各成分の割合は，

融着法ではエチルベンゼンが約60%, スチレンが約27%,

プロビ）レベンゼンが約13%であり，熔融法ではエチ）レベ

ンゼンが約21彩，スチレンが約76鍬プロピ）レベンゼン

が約3彩であり，非発泡ポリスチレンのフタではエチル

ベンゼンが約13％スチレンが約87°うであった．発泡ポリ

スチレンは非発ポリスチレンに比べて総揮発性物質が高

く，兄泡ポリスチレンでに融石法か熔融法に比べてスチ

レンか低くてエチルベンセ./とフロピ．1レベンゼンが明ら

かに高いという傾向が見られるか， こわは原料ポリマー

の製造法及び成形法の違いによるものと思われる．

重金属については，基準のある鉛とカドミウムがいず

れも不検出であり，フタの 1検体だけカドミウムが痕跡

程度検出された．銅は融着法のものが熔融法のものやフ

タに比べて高いとはいうものの2P皿前後であった．亜鉛

は融着法のものが熔融法のしのやフタに比べ極端に高く，

これは原料ポリマー中に尻留する触媒や添加剤に由来す

るものと思われる．
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表1. スナックメン容器の材質試験の結果

形 材 重量 接触 揮 発 性 物 質 （1'11) 重金属（l¥lD)

N(l 面積
エチル ]ープロ nープロ 閥眉状 質 (g) (cii) ベンゼン トルエン ピルピルスチレン 鉛

カドミ
銅 亜鉛ベンゼンペンゼンベンゼン ウム

1 丼 形 ＊ 9.8 226 ND ND 480 70 40 150 740 ND ND 3.3 69.6 
’’ ” 490 70 40 140 740 

2 /9 10.2 226 ” ” 470 80 40 150 740 ’’ ” 1.8 81.0 ＊ 

” ” 490 70 30 230 820 

3 コップ形 5.2 246 ” 10 490 50 30 210 790 1.8 146 ＊ ” ‘’ ” ND 520 40 30 180 770 

4 丼 形 9.6 273 10 ” 480 130 40 260 910 3.1 82.4 ＊ ’’ ” ND ’’ 470 80 50 230 830 

なべ形 8.6 256 ” ” 440 70 30 380 920 1.1 70.5 5 ＊ ” ’’ 99 

” 460 70 40 240 810 

6 コップ形 5.6 250 
99 

’’ 490 60 60 300 910 
’’ ’’ 1.6 477 ＊ 

’’ ’’ 480 50 30 170 730 

7 丼 形 6.3 226 10 ” 160 10 ND 220 390 ” 0.5 0.9 ＊＊ ’’ 10 II 170 10 ’’ 210 390 

8 ’’ ＊＊ 7.4 295 ND 
II 30 10 ’’ 340 380 

“ 1.1 1.1 ’’ ’’ II 30 ND 10 560 600 

， ’’ ＊＊ 6.3 254 10 10 180 ’’ ND 310 500 1.0 1.5 99 

’’ 10 ND 180 ’’ ’’ 310 490 

10 ‘’ ＊＊ 7.7 288 ND 
II 50 ’’ 

II 480 530 0.4 0.8 ‘’ ’’ ’’ ‘’ 50 ’’ ’’ 480 530 

11 99 ＊＊ 7.2 295 ’’ 10 110 ’’ ’’ 550 670 0.5 0.2 ” ’’ ‘’ 10 100 10 10 550 680 

なべ形 ＊＊ 7.8 246 
A9 ND ND ND ND 350 350 0.8 10.3 12 ’’ ” ’’ 10 ” ‘’ ’’ 340 350 

13 丸皿形 ＊＊ 9.3 287 ’’ 10 腐 50 30 600 780 1.5 2.0 ” ’’ II 10 50 10 480 640 

14 丼 形 ＊＊ 6.9 270 10 ND 協 20 10 270 440 
’’ ” 1.3 1.5 10 ’’ ND 10 290 450 

15 
、|9 ＊＊ 7.6 316 ND 10 60 30 20 340 460 ” ’’ 0.6 7.9 ’’ ND 50 ND ND 270 320 

なぺ形 6.4 246 
II II 

描 10 II 500 620 0.8 0.1 16 ＊＊ 
” ” II 

” ND ’’ 500 610 

17 丼 形 ＊＊ 6.5 270 10 ’’ 160 II 10 260 430 
” 1.8 1.0 10 10 190 10 ND 260 470 ” 

18 ＊＊ 7.0 295 ND ND 110 ND ‘’ 560 670 0.7 0.4 II 

’’ ” 9/ 

” 150 10 
II 570 730 

19 角皿形 10.4 365 10 ” 170 ND ‘’ 250 420 1.3 0.6 ＊＊ ” 
II 

10 ’’ 190 20 II 270 480 

20 丸皿形 ＊＊ 7.8 333 ND 10 60 20 ” 320 410 0.6 1.3 ” ” ‘’ ND 80 10 ” 340 ; 430 
21 No.13のフタ 8.0 ‘’ ’’ 80 ND ” 260 340 0.8 6.0 *** ” ‘’ ” ” 80 ’’ 

／／ 280 360 

22 Nn19のフタ 8.4 ‘’ ” ND ” “' 270 270 0.2 7.9 ＊＊＊ ” ’’ ’’ ” 
II II ‘’ 260 260 

23 No.20のフタ 8.9 ” ” 30 
II II 200 230 0.5 18.1 ＊＊＊ ” ‘’ ” ” 30 
II 

” 210 240 

注 ＊＊＊ 融着法による発泡ポリスチレン製のカップ
＊＊ 熔融法による II 

＊＊＊ 真容成形法によるポリスチレン製のフタ

NDは揮発性物質5膠，鉛1押，カドミウム 0.05隈，銅0.05ppm,亜鉛0.1ppm，揮発性物質の上の数値は縁部，下の
数値は底面または中心部の値である．
総揮発性物質にベンゼンは含まない．
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表2. 成形法別濃度のまとめ

i 融普法カップ 熔融法カップ
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これらの有害化学物＇肛か淵理にf l’って， どの程度の割

合で溶出し，人間の健康に影善を与えるおそれかあるの

かどうかは今後の課題である．
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